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1. 事業方針について
2023年度までのFFF仙台の活動の中で、マタバリ石炭火力発電所建設事業やEACOP（東アフリカ原油パイプライン）といった、日本企業が関与する環境破壊への国際的な抗議運動を展開してきた。一部のプロジェクトは中止・撤退に追い込むなどの成果を上げることができたが、グローバルな貧困や環境破壊を入り口とした新規活動者の取り組みはうまくいかなかった。よりローカルな視点で、気候危機の不公正さに目を向けてもらうべく、2023年度から環境問題と貧困問題を結びつける「エネルギー貧困」に対する取り組みをNPO法人フードバンク仙台のライフライン無償化プロジェクトと連携して始めた。　　　2024年度もこの方針を維持し、貧困問題と環境問題を結びつける「エネルギー貧困」の視点から活動を実施していった。特に、気候危機の被害が日本国内で不平等に発生していること（気候危機の被害を真っ先に受けるのは貧困層）を可視化する取り組みを展開していった。
全体として、2024年度はどのような切り口で若者の環境運動を組み立てていくか検討する時期と考えながら、事業を進めていくことになった。

2. 事業報告
（成果と総括）
①　事務局体制
コアメンバーの一部が社会人となり、活動時間が制約される中、エネルギー貧困の視点での取り組みから実働メンバーを2名増やすことができた。後述する山林プロジェクト(仮)の実施に向け、次年度は法人化も視野に入れて事務局体制を整備していく。
②　エネルギー貧困に対する取り組み
フードバンク仙台ライフライン無償化プロジェクトと連携し、日本国内で気候危機の被害を真っ先に受けるのが、貧困層であることを可視化できた。調査内容は「気候変動関連死」に関する学習会の中で報告した。また、女川原発再稼働と広告費に関する調査記事をHPに掲載し、電力会社の環境破壊に対する責任を可視化した。
③　山林プロジェクト(仮)の検討
仙台市西部地区のメガソーラー開発の環境破壊に接することとなり、放置される山林を生活困窮者に向けた食料生産に活用して、乱開発から守る山林プロジェクト(仮)の実施に向けた準備を進めることとなった。
④みちのく電記上映会
FFF仙台メンバーに密着したドキュメンタリー映画「みちのく電記」を上映会の開催。高校生・大学生が環境問題を知るきっかけを作った。

3. 収支報告
別紙の通り
